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岩本厚子

今月の紙面　2025年5月15日
一般社団法人全国訪問看護事業協会及び公益財団法人日本訪問
看護財団合同調査の報告／コラム・手から手へ

新連載　都道府県訪問看護ステーション協議会の取り組み

富山県における新卒訪問看護師育成の取り組み―地域みんなで学
び・育つ・支え合うー／在宅ケア電話なんでもQ&A

インフォメーション（研修のご案内等）／会員募集

1
2
3
4

木々の緑が一段とさわやかな五月です。２年生の
道徳の時間、「あなたの住んでいる街の自慢はな
んですか？」という質問にNちゃんは「公園にきれ
いなお花がたくさん咲いていること」と答え、更に
「そこはおばあちゃんたちがお世話している花壇
です」と孫のSが付け加えてくれたとのこと。３年
生男子３人の「葉っぱがキラキラしてきれい」との
声掛けも嬉しい出来事でした。

スプレーカーネーション

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
在
宅
で
の
訪

問
看
護
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
当

法
人
で
は
、
訪
問
看
護
を
中
心
と
し
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
小
児
や
障
が
い
児

者
な
ど
、
全
世
代
に
対
応
す
る
在
宅
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
訪
問
看
護
」「
看
多
機
」「
重
症
心
身

障
が
い
児
者
支
援
」
な
ど
、
特
に
医
療

的
ケ
ア
児
者
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
の
一
翼

を
担
う
訪
問
看
護
師
は
、
幅
広
い
知
識

と
技
術
の
向
上
や
柔
軟
な
対
応
力
を
磨

き
、
一
人
ひ
と
り
の
「
暮
ら
し
」
に
寄

り
添
う
看
護
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

当
法
人
が
大
切
に
す
る
の
は
、
看
護

の
質
の
保
持
と
看
護
師
の
心
身
の
健
康

を
守
る
組
織
体
制
で
す
。
柔
軟
な
働
き

方
や
子
育
て
世
代
職
員
の
働
き
や
す
さ

の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
効

率
化
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
な
ど
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
ほ
か
、

常
に
学
び
続
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、

職
員
に
看
護
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

多
機
能
看
護
を
実
践
し
、
利
用
者
の

笑
顔
を
見
る
た
び
に
思
う
の
は
、「
看

護
の
対
象
者
は
全
世
代
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
で
す
。

そ
の
言
葉
の
通
り
、
地
域
に
住
む
全

世
代
の
皆
様
へ
の
心
身
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
医
師
や
福
祉

医
療
関
係
者
の
皆
様
と
の
連
携
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
常
日
頃
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
、

切
れ
目
な
い
支
援
を
実
践
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
深
化
し
て
い
く

よ
う
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

全世代まるごとケアに
向けて

社会福祉法人ひだまり
理事長　永田かおり

訪
問
看
護
師
が
安
心
し
て
訪
問
看

護
提
供
に
臨
め
る
よ
う
な
環
境
の
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
訪
問
看
護

の
提
供
に
お
い
て
は
、
ケ
ア
を
提
供

す
る
訪
問
看
護
師
と
、
看
護
を
受
け

る
利
用
者
の
相
互
の
信
頼
関
係
が
不

可
欠
で
あ
り
、
訪
問
看
護
は
も
と
よ

り
、
在
宅
ケ
ア
全
体
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
係
る
課
題
に
対
し
て
は
、
行
政

を
含
め
地
域
全
体
で
解
決
に
向
け
た

方
策
を
協
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

過
日
の
事
件
を
受
け
、
２
０
４
０
年

に
向
け
て
訪
問
看
護
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
昨
今
、
改
め
て
、
訪

問
看
護
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
一
般
社
団
法
人
全
国
訪

問
看
護
事
業
協
会
及
び
当
財
団
は
、

合
同
で
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
両

団
体
の
会
員
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

●	

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
調
査
協

力
を
依
頼

●	

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

者
に
回
答
を
依
頼

●	

調
査
依
頼
数
：
全
国
訪
問
看
護
事

業
協
会
７
６
６
８
件
、
当
財
団
４

５
９
７
件
（
２
０
２
５
年
４
月
11

日
～
16
日
実
施
）

●	

回
収
は
２
６
２
８
件
（
回
収
率

21
・
４
％
）
で
あ
っ
た
。
事
業
所

の
職
員
（
管
理
者
も
含
む
）
か
ら

過
去
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
と
報
告
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
は
約
65
％
で
あ
り
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
は
「
威
圧
的

な
言
動
」
85
・
３
％
が
最
も
高
く
、

次
い
で
「
精
神
的
な
攻
撃
」
66
・

９
％
、
「
性
的
な
言
動
」
59
・
０

％
の
順
で
あ
っ
た
（
図
１
）
。

●	

事
業
所
の
職
員
（
管
理
者
も
含

む
）
か
ら
過
去
に
利
用
者
の
疾

患
・
症
状
に
由
来
し
た
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
当
た
る
よ
う
な
行
為
を
受

け
た
と
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

の
は
52
・
７
％
で
あ
り
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
種
類
は
「
威
圧
的
な
言

動
」
36
・
５
％
が
最
も
高
く
、
次

い
で
、
「
精
神
的
な
攻
撃
」
31
・

９
％
、
「
性
的
な
言
動
」
28
・
８

％
の
順
で
あ
っ
た
。

●	

事
業
所
が
所
在
す
る
地
域
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
関
す
る

補
助
事
業
と
し
て
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
「
わ
か
ら
な
い
・
把
握
し

て
い
な
い
」
72
・
１
％
が
最
も
高

く
、
次
い
で
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
実
施
に
関
す
る
補
助
」
16
・

０
％
、
「
利
用
者
の
同
意
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
の
複
数
名
訪
問

に
か
か
る
報
酬
の
補
助
」
11
・
４

％
の
順
で
あ
っ
た
（
図
２
）
。

●	

訪
問
看
護
の
提
供
中
に
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
場
合

な
ど
の
、
事
業
所
が
所
在
す
る
自

治
体
（
指
定
権
者
）
に
お
け
る
相

談
窓
口
の
有
無
は
、
「
有
る
」
が

49
・
１
％
で
あ
っ
た
。

●	

訪
問
看
護
に
お
け
る
利
用
者
・
家

族
等
の
疾
患
・
症
状
に
伴
い
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
可
能
性
が

高
い
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
「
訪

問
と
い
う
１
対
１
ま
た
は
１
対
多

の
環
境
面
で
の
リ
ス
ク
」
88
・
７

％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
サ
ー

ビ
ス
提
供
範
囲
を
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
（
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
期
待

等
）
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
」
72
・

８
％
、
「
違
法
行
為
や
暴
力
行
為

等
が
過
去
に
あ
っ
た
方
へ
の
訪
問

リ
ス
ク
」
61
・
２
％
の
順
で
あ
っ

た
。

訪
問
看
護
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
は
、
す
で
に
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
（
医
療
・
介
護

分
）
を
財
源
と
し
て
自
治
体
に
お
い

て
事
業
化
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
化
は
各
自
治

体
の
判
断
で
あ
り
、
対
策
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
は
数
か
所
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
看
護
師
が
安
心
し
て
訪
問
で

き
る
体
制
と
し
て
、「
複
数
名
訪
問
」

は
有
効
で
す
が
、
利
用
者
・
家
族
の

同
意
が
必
要
な
こ
と
や
介
護
給
付
管

理
の
観
点
か
ら
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者
が
行
政
の
支
援

内
容
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い

現
状
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
で
の
相
談
窓
口

の
確
保
や
相
談
支
援
、
複
数
名
訪
問

へ
の
支
援
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の

体
制
等
の
整
備
支
援
に
加
え
て
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者
が
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
認
知
で
き
る
よ
う
、
周
知

広
報
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

所
在
す
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
あ
る
の
か
、
是
非
、
自
治
体
に
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
忙
し
い
な
か
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
結
果
を
も
と
に
、
今
後
に
向
け

た
対
策
な
ど
を
石
田
昌
宏
参
議
院
議

員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
る
訪
問
看
護
等

在
宅
ケ
ア
を
、
安
心

し
て
提
供
で
き
る
体

制
を
整
え
る
べ
く
、

当
財
団
と
し
て
も
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
４
月
７
日
に
大
阪
市
西
成
区
に
お
い
て
、
訪
問
看
護
師
が
利
用
者
か
ら
切
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
当
事
者
で
あ
る
訪
問
看
護
師
の
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
ご
復
調
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
件
を
受
け
、
一
般
社
団
法
人
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
及
び
公
益
財
団

法
人
日
本
訪
問
看
護
財
団
（
以
下
「
当
財
団
」
）
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

威圧的な言動
精神的な攻撃
性的な言動

執拗な（継続的な）言動
個人への攻撃や嫌がらせ

身体的な攻撃
差別的な言動
拘束する行動
土下座の要求

85.3%
66.9%
59.0%

35.1%
29.0%
26.8%

16.4%
7.5%
6.6%

「あり」の場合、ハラスメントの種類【複数回答】（n=1,687）

72.1%

16.0%

11.4%

8.9%

6.2%

3.2%

3.9%

わからない・把握していない

ハラスメント研修実施に関する補助
利用者の同意が得られなかった場合の複数名訪問に

かかる報酬の補助
防犯ブザー等の防犯グッズ購入に対する補助

利用者に配布するハラスメント防止のためのリーフ
レット作成費に対する補助

その他

弁護士相談費用の補助

図１　事業所の職員（管理者も含む）から過去にカスタマーハラスメントを
　　　受けたと報告されたことの有無とハラスメントの種類

図２　事業所が所在する地域におけるハラスメント対策に関する補助事業
　　　としてあるもの

あり
1,687
64.2%

なし
941
35.8%

訪
問
看
護
に
お
け
る

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
調
査
の
報
告

一
般
社
団
法
人
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
及
び
公
益
財
団
法
人
日
本
訪
問
看
護
財
団

合
同
調
査
の
報
告

【緊急調査】

カスタマーハラスメント
に関する緊急アンケート
調査について

調
査
概
要

調
査
結
果

ま
と
め

お
わ
り
に

石田昌宏参議院議員との意見交換の様子


